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飛
躍
の
一
年
に
！！

　 

「
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
い
、

　
　
　
　   

恒
例
行
事
が
復
活
す
る
一
年
に
！！
」

湧
水
町
長

　
池
上 

　
滝
一

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

元
旦
に
は
、
勝
栗
神
社
に
初
詣
に
行

き
、
新
年
へ
の
希
望
や
夢
の
実
現
に
祈

り
を
捧
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
終

息
の
兆
し
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
に
加
え
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
長

期
間
に
わ
た
る
円
安
や
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
各
方
面
に
多
大
な
影
響
を
受

け
厳
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き

な
か
っ
た
花
火
大
会
や
高
原
フ
ェ
ス
タ　

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
も
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
さ

ら
に
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お

い
て
鹿
児
島
黒
牛
が
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
り
、
本
町
か
ら
出
品
し
た
和
牛

が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
る
等
、

明
る
い
話
題
も
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
１
年
と
な
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
再
拡
大
が
始
ま
り
、
第
８

波
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
や
関
係
機
関
、
さ
ら
に
は
、

こ
れ
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め
、
感

染
防
止
対
策
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
医
療
・
介
護
従
事
者
等
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
、以
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
進
出
企
業
の
操
業
も

開
始
さ
れ
本
町
に
活
気
が
表
れ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
、
林
業
振
興
は
基
よ
り
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
人
口
減
少

問
題
も
各
種
施
策
に
よ
り
減
少
傾
向
で

は
あ
り
ま
す
が
、
緩
や
か
な
傾
向
に
変

化
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
轟
の
瀬
を
舞
台
に
全

国
か
ら
集
う
ア
ス
リ
ー
ト
達
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。
こ
の
国
体
を
歓
迎
の

意
を
込
め
、
町
を
挙
げ
て
協
力
し
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

栗
野
岳
周
辺
の
公
園
開
発
で
は
、
鹿

児
島
県
に
よ
る
「
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
事
業
」
や
、
民
間
企
業
に
よ
る
地

熱
を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
官
民
一

体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
交
流

人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
移

住
者
の
増
加
や
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
物
価
高
騰
に
よ
る
支
援
と
し
て
商

品
券
交
付
事
業
等
に
よ
る
商
工
業
者
支

援
と
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
に
よ

り
住
民
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
物
価
高
騰
に
よ
り
大

き
な
影
響
を
受
け
る
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
も
あ
る
農
業
に
つ
い
て
も
支
援
を

い
た
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登
録
に
つ

い
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
約
７

割
の
方
々
が
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
直
結
す
る
登
録
制
度
で
す
の
で
皆

様
の
ご
理
解
を
頂
き
、
登
録
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
兎
年
で
す
。
兎
の
よ
う
に
力

強
く
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
町
政
発
展
の
た
め
に
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
湧
水
町
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
皆
様
と
と
も
に
構
築
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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町
民
が
望
む
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

湧
水
町
議
会
議
長

　
仮
屋
　
良
二

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
本
町
議
会
及
び
町
政
に

対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
議
員
一
同
、
深
く
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
９
月
の

台
風
14
号
の
上
陸
に
よ
り
、
町
内
に
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
災
害
の
発
生
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
で

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
河
川
氾
濫
に
よ
る
内
水

対
策
並
び
に
災
害
対
策
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
未
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

闘
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
や

各
種
団
体
が
主
催
す
る
行
事
、
地
域
に

お
け
る
自
治
会
活
動
に
お
き
ま
し
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
な
ど
に
よ

り
感
染
予
防
対
策
を
行
い
少
し
ず
つ
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
感

染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
等
の
新
た

な
変
異
ウ
イ
ル
ス
に
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
再
び
安
心
し
て

生
活
で
き
る
日
常
が
戻
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
高
原
フ
ェ

ス
タ
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
全
国
大
会
、

秋
ま
つ
り
農
林
商
工
祭
・
文
化
祭
、
舞

台
芸
能
祭
な
ど
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
あ
る
日
と
な

り
ま
し
た
。

農
林
商
工
祭
で
は
、
郷
土
芸
能
披
露

や
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
に
お

い
て
、
拵
正
人
さ
ん
の
飼
育
す
る
牛
が

第
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）
で
優
等
賞
１

席
、
並
び
に
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を

受
賞
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
湧
水
町

産
黒
毛
和
牛
肉
の
販
売
が
あ
り
、
長
い

行
列
が
で
き
大
盛
況
で
し
た
。

さ
て
、
世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
加
え
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
の

影
響
に
よ
り
、
肥
料
や
飼
料
の
価
格
が

大
幅
に
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
第
３
回

議
会
定
例
会
で
は
、
非
課
税
世
帯
を
対

象
に
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
、
第
４
回
議
会

定
例
会
で
は
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
支

援
事
業
、
配
合
飼
料
高
騰
対
策
支
援
事

業
や
、
妊
娠
届
出
や
出
産
届
出
を
行
っ

た
妊
婦
等
に
対
し
、
出
産
育
児
関
連
用

品
の
購
入
費
助
成
や
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
負
担
軽
減
を
図
る
経
済
的

支
援
を
行
う
た
め
、
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
に
関
係
す
る
予
算
を
可
決
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
第
１

回
議
会
定
例
会
か
ら
議
会
の
審
議
状
況

を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

等
に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
議
会
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
活
性
化
等

調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
議
員
定
数
と

議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
１
年
余
り
町
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
基
に
議
論
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
５

年
第
１
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
ご
報

告
が
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

議
会
は
、
執
行
機
関
の
監
視
、
評
価

機
関
で
あ
り
、
役
割
を
十
分
発
揮
し
な

が
ら
町
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
及
び
、

町
政
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

正
し
い
議
論
や
行
動
す
る
議
会
を
目
指

し
自
己
研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
一
同
、
町
民
が
望
む
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
い
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
湧
水
町
成
人
式
が
１
月
４
日

（
水
）栗
野
中
央
公
民
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
73
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
の
民
法
改
正
に
伴
い
、成

人
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、今
後
の
成
人
式
典
も
各
方
面
で
活
躍

す
る
旧
友
等
と
懇
親
を
深
め
、地
域
と
の
繋

が
り
を
確
認
し
な
が
ら
、改
め
て
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
促
す
機
会
と
し
て
、二
十
歳
の

節
目
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、名
称
も
対
象

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
実
行
委
員
会
の
意

見
を
も
と
に
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に「
成
人

式
」と
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、町
長
・
議
長
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
を
受
け
、成
人
式
実
行
委
員
長
の

久
保
和
馬
さ
ん（
北
方
地
区
）が「
社
会
の
一

員
と
し
て
、常
に
向
上
心
を
持
っ
て
前
進
す

る
。」と
二
十
歳
を
代
表
し
て
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
主
催
行
事
で
は
、こ
れ
ま

で
の
生
い
立
ち
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
披
露
が
あ
り
、懐
か
し
い
場
面
に

笑
い
が
出
る
な
ど
、和
や
か
な
雰
囲
気
に
会

場
は
包
ま
れ
ま
し
た
。最
後
に
、成
人
式
実

行
委
員
会
副
委
員
長
の
菱
刈
彩
那
さ
ん（
下

川
西
地
区
）が「
二
十
歳
の
決
意
」と
し
て
、

家
族
等
に
向
け
た
感
謝
の
気
持
ち
と
大
人

と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

横断幕　東郷夏海さん 書（東中下場地区）・サブテーマ  玉利ラナさん 発案（上川西地区）

ピアノ演奏
大倉野美聖さん（西下場地区）

町民憲章宣誓
境田佳奈さん（上川西地区）

二十歳代表謝辞
久保和馬さん（北方地区）

栗野地域
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大人としての自覚と決意

家族や地域への20年間の感謝と大人としての決意を胸に

吉松地域

二十歳の決意
菱刈彩那さん（下川西地区）

しおり表紙  谷口未羽さん作
（中津川地区）

実行委員会行事司会
左） 玉利ラナさん（上川西地区）
右） 亀田京佳さん（上川西地区）
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　令和４年度コミュニティ助成事業を活用して，東中下場地区と長谷地区がコミュニティ活動備
品を整備されました。
　この事業は宝くじの社会貢献広報事業として，宝くじの受託事業収入を財源に自治会等が行う
活動に必要な施設や設備の整備などに対して，助成を行うものです。整備された設備等，地域コ
ミュニティ活動をさらに充実させるために活用されます。

（東中下場地区）
「栗野磨

とぎほし
欲踊り」衣装等購入事業

・踊り手及び旗持ち衣装　３０着
（陣羽織・袴・小袖・陣鉢）
・道案内人衣装　１着
・駕籠担ぎ手衣装　２着
・陣幕（取付家紋１２個含む）　２本
（助成額）２１０万円

（長谷地区）
　長谷地区林業集会センター照明器具LED事業
・照明器具LED（施設内１４か所）　４１台
（助成額）１７０万円

宝くじ助成金でコミュニティ
活動備品を整備しました

１２月１５日（木）
　MEC Industry株式会社が丸太の調達から製
材，製造，販売までを行う低価格戸建住宅「Ｍ
ＯＫＵＷＥＬＬ ＨＯＵＳＥ」が，ウッドデザ
イン賞2022のライフスタイルデザイン部門 建
築・空間分野において，最優秀賞（農林水産大
臣賞）を受賞され，小野英雄代表取締役が本庁
を訪問されました。
　同社は，南九州県産木材の活用推進により，
脱炭素・森林保全などＳＤＧｓへの貢献や，林
業活性化も期待されます。

「ウッドデザイン賞2022」
最優秀賞　受賞

小野代表取締役　　　　　池上町長　
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　ご自身で書いた遺言書を法務局で保管する制度です。大切な遺言書の紛失
や改ざんを防止できますので，ご自身の財産をご家族へ確実に託す方法の一
つとして自筆証書遺言を検討されるに当たって，ぜひ本制度をご利用くださ
い。ご利用には事前予約及び手数料が必要です。詳しくは法務省ホームペー
ジでご確認又はお近くの法務局にお問い合わせください。

（お問い合わせ先）　鹿児島地方法務局霧島支局
　　　　　　　　℡　０９９５- ４５- ００６４

　相続登記がされていない土地は，所有者が分からない状態となり，管理や
利用が難しいため，公共事業や復旧・復興事業の妨げとなるなど，様々な問題
が生じています。その解消のために，令和6年4月1日から，不動産の相続登記
の申請が義務化されます。
　詳しくは法務省ホームページでご確認又はお近くの法務局にお問い合わ
せください。

（お問い合わせ先）　鹿児島地方法務局霧島支局
　　　　　　　　℡　０９９５- ４5- ０３３０（登記）

～預けて安心　自筆証書遺言書保管制度～

『相続登記』の申請が義務化されます！
～なくそう所有者不明土地～

『遺言書ほかんガルー』

不動産登記推薦
イメージキャラクター

『トウキツネ』 法務省Q R コード▶︎
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。
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わ
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す
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友
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。
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。
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わ
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。
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、
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人  権
ひろば

Vol.3
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問い合わせ先 湧水町役場　企画財政課　７４－３１１１（内線　２２６１）

タクシー利用券による助成制度がスタートします

令和5年4月から，タクシー利用料金の一部を助成する制度を実施します。
高齢者等で交通手段に不便を感じている方の移動支援として行うものです。

制度の開始に伴い，現在の「ふるさとバス」は廃止となります。
ただし，観光回り（土日祝　学校の長期休み）の運行は行います。

助成対象者
湧水町在住で，住民登録があり町税等の滞納がない人で次のいずれかに該当する方
1 . 65歳以上の方
2 . 上記以外の運転免許証返納者や病気等の理由で町長が特に認める方

助　成　額
タクシー料金の約7割を助成します。ただし，助成額は1回の乗車につき2,000円が上限です。

交付限度枚数
タクシー利用券は，年間72枚を限度に申請月に応じて交付されます。
令和５年4月からの運転免許証返納者へは，年間24枚を限度に申請月に応じて追加して交付され
ます。

利用可能区間
タクシー利用券を利用できる区間は， 湧水町内に限ります。
町外からの移動や町外への移動には利用できません。

申 請 手 続
令和5年3月から，企画財政課（栗野庁舎）・地域総務課（吉松庁舎）で行うことができます。

注　意　事　項
・タクシーの利用については前日までに予約が必要です。
・タクシー利用券は，1回の乗車につき1枚の利用です。
（ 例えば，2枚出して全額助成を受けるなどのことはできません。）
・タクシー利用券は， 家族や他人に譲ることはできません。
　ただし，タクシー利用券を使用するタクシーに，家族や他人が同乗することは可能です。
・タクシー利用券の有効期限は年度末の3月31日までです。
　（ 翌年度に繰り越して使用することはできません。）
・利用できるタクシー会社は町内で営業しているタクシー会社です。
★株式会社有村観光　℡ 74-3121　
★ヘルパーステーションおうち生活応援団（福祉タクシー）　℡ 080-9248-4401
（福祉タクシー：身体障害者手帳の交付を受けている方などが利用できます。）
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問い合わせ先 湧水町役場　水道課　７４－３１１１（内線　２１７１）

水道課からのお知らせ
◆水道管の寒波対策について◆
　水道管にとって寒波は大敵です。破裂や凍結を防止しましょう。

●凍結防止方法　　　　　　　　　　　　　　　　●凍結で水が出ないときは

◆水道の漏水修理について◆
　町本管(町が維持管理する配水管)分岐から家庭の蛇口までの給水装置(メーター器除く)は所有者
の私有財産となります。
　給水装置の維持管理は所有者又は使用者の負担で行うことになりますが，町本管から民有地境
界までの漏水については，町の負担で修理を実施しています。
　また，民有地境界からメーター器までの漏水については，材料費のみ所有者又は使用者に負担
してもらいます。
（メーター器から宅地側の漏水については，所有者又は使用者の負担で修理を行います。）

〈水漏れや破裂したときは〉
　宅内の水道管等が老朽化や凍結により，漏水や破裂をした場合は，まず，落ち着いて水道メー
ターボックス内の止水栓を閉め，水を止めてください。（しばらく水が止まらない場合は破損箇
所にタオルを巻きつけるなどの応急処置を行ってください。）
　修理は「湧水町水道事業指定給水装置工事事業者」にご依頼ください。
　止水栓には通常のハンドル式ではなく，バルブのない古
い形の止水栓や，止水栓とメーター器が離れた場所にある
物もありますので，あらかじめ水道メーター器の場所や止
水栓の形状を確認しておくことも大切です。
　※漏水している止水栓や古い止水栓は，止水ができなく
なる可能性があるため，早めに修理を依頼してください。

◆検針協力のお願い◆
　水道の検針については，１ヶ月ごとに検針を行っております。検針は毎月1日～８日の間で実施
しております。
○検針作業を効率よく実施するため，下記のとおりご協力をお願いします。
・入口やメーターボックス付近にペットをつながないでください。
・メーターボックスの上に物を置かないでください。
・メーターボックスが駐車場にある場合は，検針ができるように駐車・駐輪してください。
・メーターボックス内を定期的に掃除してメーター器が見やすい状態にしてください。
・メーターボックス付近の草刈等をしてメーターボックスが見やすい状態にしてください。

・水栓柱及び蛇口等に保温材や布･毛布等
を巻きつけ，布等が濡れないようにビ
ニール袋で保護する。
・特に冷え込みが予測される時は，お休み
前に浴槽などの蛇口を少し開けておく。
・太陽熱温水器や湯沸し器等はあらかじめ
水を抜いておく。

・気温の上昇によって自然に溶けるのを待
つ。
・凍った部分にタオルをかぶせ，その上か
ら「ぬるま湯」をゆっくりとかける。
※熱湯をかけると水道管や蛇口が破損する
場合がありますので，絶対にやめてくだ
さい。
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■開園時間　9:00 〜 17:00（入園は16:30まで）
■休園日　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　　※2/13（月）〜 2/20（月）は施設メンテナンスのため休園いたします。
■入園料　　一般：320（250）円／高大生：210（160）円／小中生：150（120）円
　１ （　）内は20人以上の団体料金
　２  県内の小・中・高校生（18歳以下）は土・日・祝日のみ入園料が免除
　３  県内の70歳以上の方は入園料が免除
　　＊２・３は年齢や住所を確認できる書類の呈示が必要
■問い合わせ先　鹿児島県霧島アートの森　電話0995-74-5945

美術作家　平川渚 展　「かなた／あなたとの会話」

　鹿児島県湧水町を舞台に2021年から展開している「『手
編みの物語をあつめる』プロジェクト」の最終章として，湧
水町民から集めた手編みの編み物とエピソードを媒介に，
様々な人と関わりながら一人ひとりのかけがえのない物語
に寄り添ってきた平川による新作を含む作品を展観します。

　宮内裕賀は，イカの美しさと美味しさに魅了されて以来，イカへの旺盛な探究心を礎にひ
たすらイカの絵を描き続ける「イカ画家」です。
　イカをもとにして作った絵の具を用い，その生と死に共鳴する作品を生み出してきた宮内
は，2021年に鹿児島県湧水町で，これまでで最も大きな作品を公開制作し，社会や私たちの
日常に想いを馳せながら，濃密な彩りを画面に施すことで生きることの歓びを表しました。
　本展は，「イカ」という生命の美しさや儚さに着目し，社会の変化や自身の内面を反映させた宮内の作品群をとおし
て現代を生きる私たちや文明の有り様について見つめ直すきっかけを創出するものになるでしょう。

■会　期　開催中〜 2月12日（日）まで
■会　場　アートホール（第１・第３展示室）
所蔵する現代美術作品の中から今回は12点を展示しています。

冬のコレクション展

■会　期　開催中〜 2月12日（日）まで
■会　場　アートホール
              （第２展示室・展示ロビー）
＊入園料のみでご覧いただけます

「いとなみ」（くりの図書館／鹿児島）2021年　
　撮影：森山年雄

くりの図書館員による絵本の読み聞かせ
　1/21(土)・2/4(土) 各日14:00 〜　会場：霧島アートの森
＊参加をご希望の方は，本館ホームページの問い合わせフォームやお電

話でお申込みください。

ニキ・ド・サンファル　《青色のドーン》1995年
　ドーンとは作家本人のひ孫の女の子の名前です。女性賛歌，女性の生き様などを
一貫してきた「ナナ」シリーズという作品群の一つで，「ナナ」とは,女の子や女とい
う意味で親しみを込めて使われるフランス人の愛称でもあります。ボリュームの
ある体型や躍動感あふれる姿，カラフルな色などに注目してみましょう。

「手編みの物語をあつめる」
プロジェクトQRコード

予 告
アートラボ　イカ画家  宮内裕賀 展  「イカセカイ」
■会　期　2月22日(水) 〜 4月16日(日)
■会　場　アートホール（第２展示室・展示ロビー）
■観覧料　入園料に含む

関連
イベント
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くりの図書館に行こう！

開館時間：午前１０時～午後６時（毎週金曜日は午後 7 時まで）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3　月曜休館含む）
問い合わせ先：くりの図書館　　７４－１８２１

　
タ
イ
ト
ル
を
隠
し
た
福
袋

本
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

何
が
入
っ
て
い
る
か
は
、帰
っ

て
か
ら
の
お
楽
し
み
！
大
人

向
け
、子
ど
も
向
け
ど
ち
ら
も

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。「
今

週
の
新
着
本
」の
裏
側
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
出
会

え
ま
す
よ
！

おたのしみ
本の福袋

1/4水

～

1/25水

轟小学校
12/7水

上場学童
12/8木

幸田
小学校

12/14水

見学・出前 おすすめ本

漢字は
大人向け

ひらがなは
子ども向け

「アメリカからやってきた、
みんなで作るおもち、大福、
おだんごの本」
Kaori Becker/著 
鈴木 英倫子/訳　　
くもん出版

「一日だけうさぎ」
原　知子/ぶん　
こば　ようこ/え
くもん出版

２０２２ねんど
おはなしかい
すたんぷちょう
プレゼント引換
２/19日～ おはなしの森

２/19日
10：30 ～
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、

    

毎
月
10
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
短
　
　
歌

何
百
年
に
一
度
の
恵
ま
れ
し
皆
既
月
食
に

　

興
味
津
津
ち
ら
ち
ら
覗
く　
　
　
　

内
村　

美
代
子

外
壁
の
か
こ
い
の
上
で
キ
ツ
ツ
キ
が

　

と
ま
っ
て
壁
を
コ
ツ
コ
ツ
つ
つ
く　
　

久
保　

隆
雄

日
照
り
の
中
に
真
白
き
日
日
草

　

八
十
路
の
坂
を
ウ
キ
ウ
キ
越
え
ん　
　

﨑
田　

ユ
ミ

小こ

ざ

え

ん

菜
園
の
大
根
の
間ま

び引
き
無
心
に
て

　

つ
る
べ
落
と
し
の
夕
暮
れ
と
な
る　
　

林　
　

静
子

新
生
児
の
存
在
に
慣
れ
て
ネ
コ
眠
る

　

定
位
置
五
箇
所
で
胎
児
の
ポ
ー
ズ　

福
田　

三
四
五

丘
に
陽
の
沈
み
肌
寒
し
重
ね
着
し

　

残
り
い
る
葉
を
間
引
い
て
終
る　
　
　

中
村　

綾
子

夜
の
色
に
暮
れ
ゆ
く
森
に
梟

ふ
く
ろ
うの

　

鳴
く
声
こ
も
れ
ば
急
ぎ
足
と
な
る　
　

坂
元　

美
子

夕
暮
れ
の
声
の
静
ま
る
グ
ラ
ン
ド
は

　

遊
び
を
惜
し
み
家
路
と
向
う　
　
　
　

今
西　

麗
子

長
袖
の
Ｙ
シ
ャ
ツ
の
白
目
に
眩
し

　

衣
更
へ
な
る
十
月
一
日　
　
　
　
　

榎
木　

志
津
代

　
川
　
　
柳

お
返
し
に
志

こ
こ
ろ
ざ
しで
す
包
み
出
し　
　
　
　

広
田　

シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

初
日
の
出
い
の
る
皆
ん
な
の
幸
あ
れ
と　

本
村　

房
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

錆さ
び

ペ
ン
チ
御
機
嫌
に
故
夫
割
る
銀ぎ

ん
な
ん杏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園　

ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田
三
四
五  

目
薬
ゆ
ば
何ど
処
け
注
し
た
ろ
か
い
口く

ち
ょ
開
け
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

（
唱
）　

目
あ
つ
ぶ
っ
液え

き
ゃ
口く
っ
の
中
せ
え

夕よ
の
い
も
て
方　

風
呂
か
ら
じ
ゃ
ろ
ち
焼ビ

ン酎
の
出で

っ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

（
唱
）　

温ぬ
っ
も
い
も
せ
じ
コ
ッ
プ
か
あ
先さ

っ

　
泊
ま
い
客
き
ゃ
っ　

冬ふ

や
布
団
か
あ
準し

こ

た
備
立
て
っ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ
ち
ゃ
ん

（
唱
）　

毛
布
も
余じ

ん計
じ
要
っ
で
大の
さ
ん変
ち

問い合わせ先 湧水町役場　生涯学習課　栗野中央公民館　７４−４３１３　

公民館学級 楽らく料理教室　活動紹介

〜 エネルギーとたんぱく質をしっかりと！～
●健康な身体を維持するために必要な栄養素は食事から
　開催日時　毎月第２木曜日　午前9時30分～午後1時
　開催場所　栗野中央公民館　調理室
　対　　象　男女を問わずどなたでも参加できます
　講　　師　湧水町食生活改善推進員連絡協議会員
　　　　　　萩原　和子　
●現在１7名で活動中。毎日の生活に欠かせない食事の
　メニューを増しませんか。
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Matsen’s News  Le�er

〔ALT〕
マッツン・デ・コート

Have a nice new year holiday!
Matsen’s News  Le�er

　この寒い冬を元気に暖かくお過ごしでしょうか。先月に引き続き，日本の四季の面白さをお伝
えしたいと思います。私はとりわけ冬が好きというわけではありませんが，冬の空は澄んでいて，
星がたくさん見えるので，とても美しいと思います。また，温泉や霧
島から出る湯煙は，普通と違って，白い太い柱になって空高く伸びて
います。これは栗野岳でも見ることができます。２年前の冬，私が初
めて湧水町に来た時，栗野岳から出る湯煙の美しさにとても驚かされ
ました。故郷では見たことがない光景でした。
　故郷といえば，もうすぐ私は，オーストラリアに帰って家族に会う
予定です。とても久しぶりなので，家族は元気にしているか，甥っ子
や最近生まれた姪っ子に会うのが楽しみです。たくさん楽しんで湧水
町に帰りたいと思います。次回のニューズレターは，オーストラリア
のビーチで，夏を満喫している様子をお届けします。それでは，また。竹と竹の間から差し込む太陽の光

（丸池付近）

健
康
増
進
だ
よ
り

○がんは誰でもなる可能性があります
　全国で年間１５万人以上が新たに大腸がんになり，５万人以上の方が亡くなっています。

○早期発見・治療で９５％以上の人が治ります
　「早期の大腸がん」では自覚症状がほとんどないため，“症状が出たら病院に行く”と思っていると進行
している場合があり大変危険です。

○大腸がん検診は，４０才以上の方が対象です
　定期的に健康診断とがん検診を受けることが大切です。
　役場もしくは職場の健診へお申し込みください。

○日頃から適度な運動をするように心がけましょう
　ウォーキングなどの適度な運動は，大腸がんの予防効果があるといわれています。

大腸がん検診（便潜血検査）を受診しましょう！

問い合わせ先 湧水町役場　健康増進課　７４－３１１１（内線　２１０４）

部位別がん死亡数（2021，全国）
男 　　性 女　　性

 肺がん　　　　　53,278 １位  大腸がん	       24,338

 大腸がん	 　　28,080 ２位  肺がん	       22,934

 胃がん	 　　27,196 ３位  すい臓がん	       19,245

 すい臓がん　	      19,334 ４位  乳がん	       14,803

 肝臓がん　　	      15,913 ５位  胃がん	       14,428
出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」「厚生労働省人口動態統計」
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掲
示
板

お
知
ら
せ

町などからのお
知らせや募集な
どの情報をお届
けします。

伐
っ
た
ら
、
植
え
よ
う
！
再
造
林
の
必
要
性

▼
再
造
林
と
は

・
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
を
伐
採
し
た

跡
地
に
苗
木
の
植
栽
を
行
う
こ
と
で
す
。

▼
な
ぜ
、
再
造
林
が
必
要
な
の
か

・
人
工
林
の
伐
採
跡
地
を
放
置
す
る
と
、
土
砂

流
出
防
止
等
の
機
能
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

・
将
来
に
わ
た
り
、
木
材
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
再
造
林
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増

進
に
貢
献
で
き
ま
す
。

▼
再
造
林
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
再
造
林
を
行
う
場
合
に
は
以
下
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。

①
造
林
補
助
事
業
（
公
共
事
業
）

　

標
準
経
費
の
72
％
、
68
％
又
は
36
％
の
補
助
率

②
未
来
に
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
（
み

ん
な
の
森
づ
く
り
県
民
税
関
係
事
業
）

　

苗
木
等
の
資
材
代
に
対
す
る
経
費
等
の
定
額
補
助

③
湧
水
町
再
造
林
等
促
進
助
成
金
（
町
単
独
事
業
）

　

造
林
面
積
に
対
す
る
苗
木
代
の
定
額
助
成

▼
問
合
せ
先

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局 

林
務
水
産
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９
５

−

６
３

−

５
０
２
７

　

湧
水
町
役
場　

産
業
振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９
５

−

７
４

−

３
１
１
１

ゆ
う
す
い
の

ス
ポ
ー
ツ

　

〇
期
日
：
11
月
3
日（
木
）

　

〇
場
所
：
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
（
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
）

所
属
：
栗
野
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼
女
子
１
年
50ｍ

　

第
５
位　

山
下　

心
璃
愛（
栗
野
小
１
年
）

記
録(

９
秒
49
）

▼
男
子
６
年
走
幅
跳

　

第
７
位　

福
崎　

斗
麻（
吉
松
小
６
年
）　　
　
　
　
　
　
　

記
録(

３ｍ
89㎝)

▼
女
子
６
年
走
幅
跳

　

第
７
位　

竹
野　

ま
ほ
ろ（
上
場
小
６
年
）

記
録(

３ｍ
91㎝)

　

〇
期
日
：
11
月
23
日（
水・祝
）

　

〇
場
所
：
横
川
体
育
館

▼
Ｂ
ラ
ン
ク

　

第
２
位　

よ
し
ま
つ
Ｊ
Ⅴ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

〇
期
日
：
11
月
23
日（
水・祝
）

　

〇
場
所
：
曽
於
市
立
末
吉
小
学
校
体
育
館

所
属
：
湧
水
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼
幼
児
形

　

優
勝　
　
赤
谷　

和
奏（
心
光
保
育
園
）

　

第
３
位　

坂
口　

愛
茉（
心
光
保
育
園
）

▼
小
学
１・２
年
形
男
女
混
合

　

優
勝　
　

坂
口　

仁
琥（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
５・６
年
形
男
女
混
合

　

第
２
位　

竹
ノ
上　

心
優（
吉
松
小
６
年
）

▼
幼
児
組
手

　

第
２
位　

坂
口　

愛
茉（
心
光
保
育
園
）

▼
小
学
１・２
年
組
手
男
子

　

優
勝　
　

坂
口　

仁
琥（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
１・２
年
組
手
女
子

　

第
２
位　

上
村　

和
々
花（
栗
野
小
１
年
）

　

第
３
位　

竹
ノ
上　

愛
織（
吉
松
小
１
年
）

▼
小
学
５・６
年
組
手
男
子

　

第
２
位　

祁
答
院　

大
賀（
栗
野
小
６
年
）

▼
小
学
５・６
年
組
手
女
子

　

第
２
位　

竹
ノ
上　

心
優（
吉
松
小
６
年
）

〇
期
日
：
11
月
26
日（
土
）

〇
場
所
：
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
（
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
）

▼
８
０
０ｍ
男
子
小
学
6
年

　

第
４
位　

宇
都　

彪
雅（
吉
松
小
６
年
）　　
　
　
　
　
　
　

記
録(

２
分
29
秒
64
）

　

〇
期
日
：
11
月
27
日（
日
）

　

〇
場
所
：
吉
松
体
育
館

所
属
：
吉
松
東
支
部

▼
紫
帯
の
部　

型

　

準
優
勝　

上
原　
つ
ぼ
み（
吉
松
小
６
年
）

　

〇
期
日
：
12
月
3
日（
土
）

　

〇
場
所
：
長
島
町
総
合
体
育
館

優
勝（
Ｄ
ク
ラ
ス
）　

吉
松
中
学
校
バレ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　

　

〇
期
日
：
12
月
3
日（
土
）・4
日（
日
）

　

〇
場
所
：
さ
つ
ま
町
宮
之
城
運
動
公
園

準
優
勝　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

〇
期
日
：
12
月
11
日（
日
）

　

〇
場
所
：
霧
島
市
国
分
北
公
園
多
目
的
広
場

優
勝　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
23
回　

Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

第
２
回　

姶
良
・
伊
佐
総
合
ラ
ン
ク
別

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

末
吉
豊
祭
全
空
連
空
手
道
大
会

少
林
寺
流
錬
心
館

姶
良
伊
佐
地
区
交
流
大
会

第
48
回　

中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

北
薩
摩
リ
ー
グ
大
会

第
21
回　

宮
之
城
学
童

軟
式
野
球
大
会

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
In
霧
島

学
童
軟
式
野
球
大
会

第
19
回　

鹿
児
島
レ
デ
ィ
ー
ス

陸
上
競
技
大
会
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● 湧水町学力向上検定料助成事業のお知らせ ●

　湧水町では，児童・生徒の基礎学力の定着，学習意欲の向上を図ることを目的に，検
定を受検した児童等の保護者に対し，子育て支援の一環として英語検定及び漢字検定・
数学検定受検者の検定料の一部を助成する事業を行っています。是非ご活用ください。

■対象となる検定と級
英語検定・・・実用英語技能検定（公益財団法人日本英語検定協会）の 5 級以上（英検　　
　　　　　　　Jr は除く）
漢字検定・・・日本漢字能力検定（公益財団法人日本漢字能力検定協会）の 5 級以上
数学検定・・・実用数学技能検定（公益財団法人日本数学検定協会）の 5 級以上

■補助対象者　
検定試験を受検した町内に住所を有する児童・生徒の保護者

■助成額等
助成金の額は，検定を受検した児童等１人につき表のとおり助成します。
助成金の交付回数は，児童等１人につき，それぞれの検定毎に，同一年度中１回です。　　　
ただし，1 つの級に合格し，さらに上の級を受検する場合は，年度内であっても助成対象
となります。

受検級 助成額 受検級 助成額
英語検定 漢字検定 数学検定 英語検定 漢字検定 数学検定

１　級 4,700円 2,500円 3,900円 ３　級 1,900円 1,200円 1,700円
準１級 3,800円 2,200円 2,700円 ４　級 1,300円 1,200円 1,500円
２　級 2,700円 1,700円 2,400円 ５　級 1,000円 1,000円 1,500円
準２級 2,400円 1,200円 2,000円

■申請方法
　助成金を希望される方は，湧水町学力向上検定料助成金交付申請書に必要事項等を記入
し，受検したことを証明するもの（検定料の領収書や検定結果通知書の写し等）を添付し
て湧水町教育委員会に提出ください。（郵便可）

※郵送での提出も可能です。申請書は湧水町ホームページよりダウンロードしてください。
　ダウンロードできない場合は，学校にも用意してあります。
※受検結果の合否に関係なく申請できます。
※申請は，受検した年度の３月末日までにお願いします。

■提出先
　湧水町教育委員会　教育総務課　湧水町中津川 603 番地

問い合わせ先 湧水町教育委員会　教育総務課　７５－２１４２（内線　３２０９）



21 　広報 ゆうすい  Vol. 214　2023.1

12
月
1
日
（
木
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児
島
支
社

長
来
庁

12
月
2
日
（
金
）

・
議
員
全
員
協
議
会

12
月
7
日
（
水
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

12
月
9
日
（
金
）

・
年
末
交
通
安
全
・
防
犯

出
発
式

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
定
例
会

12
月
10
日
（
土
）

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ

ブ
年
末
会
議

12
月
12
日
（
月
）

・
M
E
C 

I
n
d
u
s
t
r
y 

㈱
役
員
来
庁

12
月
13
日
（
火
）
～

12
月
14
日
（
水
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一

般
質
問
）

12
月
15
日
（
木
）

・
区
長
会

・
M
E
C 

I
n
d
u
s
t
r
y 

㈱
社
長
来
庁

・
町
企
業
立
地
懇
話
会

・
区
長
会
交
流
会

12
月
16
日
（
金
）

・
吉
松
幼
稚
園
園
児
保
護

者
来
庁

・
小
正
醸
造
職
員
来
庁

・
地
域
公
共
交
通
会
議

・
町
消
防
団
幹
部
会
及
び

交
流
会

12
月
18
日
（
日
）

・
町
お
む
す
び
選
手
権
表

彰
式

12
月
20
日
（
火
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
九
州
電
力
霧
島
配
電
事

業
所
長
来
庁

12
月
21
日
（
水
）

・
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

12
月
22
日
（
木
）

・
町
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議

12
月
23
日
（
金
）

・
九
州
電
力
㈱
霧
島
営
業

所
長
来
庁

・
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
職
員
来
庁

12
月
26
日
（
月
）

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理

組
合
議
会
臨
時
会

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管

理
組
合
議
会
定
例
会

・
大
口
地
方
卸
売
市
場
管

理
組
合
議
会
定
例
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議

会
定
例
会

12
月
27
日
（
火
）

・
県
砂
防
課
長
来
庁

12
月
28
日
（
水
）

・
町
内
関
係
機
関
あ
い
さ
つ

回
り

町
長
動
静　
　
　

(

12
月
1
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
　
（
保
護
者
）　  （
自
治
会
）

園そ
の
や
ま山　

賢け
ん
す
い穂　
　

秀
国　
　
　

佃

長は
せ
が
わ

谷
川　

は
な　

翔
一　
　
　

町
外

（
令
和
４
年
12
月
届
出
分
）

（
令
和
４
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

　

（
故
人
）　
　
　

  

（
亨
年
）
（
自
治
会
）

黒
田　

祥
子　
　
　

61　
　

田
尾
原

前
山　

伊
津
子　
　

91　
　

上
郡

水
堀　

ト
メ
子　
　

87　
　

永
山

福
留　

育
子　
　
　

78　
　

門
前

玉
置　

實　
　
　
　

88　
　

本
町

山
下　

信
夫　
　
　

95　
　

堀
ノ
原

上
新
原　
　

行　
　

93　
　

本
村

堀
ノ
内　

政
美　
　

91　
　

大
王

石
塚　

サ
ヤ
ノ　
　

98　
　

下
中
津
川

（
令
和
４
年
12
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで

（受付：午後 2 時 30 分まで）
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  8,699人（ −24人, −169人）

  男      4,092人（ −  2人, −  73人）

  女      4,607人（ −22人, −  96人）

世帯数  4,659戸（ −  7戸, −   35戸）

　転入　　 25人
　転出　　 23人
　出生　　  2人
　死亡　　 28人

令和４年12月末現在

日曜・祝日在宅医（薬局）（1月・2月）

塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
神
山　

重
子
さ
ん
か
ら

（
明
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
黒
田　

政
文
さ
ん
か
ら

（
祥
子
さ
ん
死
去
）

本
町
の
玉
置　

芳
子
さ
ん
か
ら

（
實
さ
ん
死
去
）

諏
訪
の
竹
下　

勢
津
子
さ
ん
か
ら

（
益
雄
さ
ん
死
去
）

町
外
の
竹
牟
礼　

博
美
さ
ん
か
ら

（
俊
博
さ
ん
死
去
）

町
外
の
前
山　

吉
安
さ
ん
か
ら

（
伊
津
子
さ
ん
死
去
）

長
谷
の
藏
前　

哲
郎
さ
ん
か
ら

（
い
づ
み
さ
ん
死
去
）

１月22日
（日）

林内科　　　　　72-1818
サン調剤薬局　　72-1800

１月29日
（日）

前田医院　　　　74-5001

２月５日
（日）

春田医院　　　　76-0053

２月11日
（土）

伊東内科クリニック　72-9088
タイガー薬局　　64-6700

２月12日
（日）

林内科医院　　　75-2047
ピアノ薬局　　　75-4526

※都合により変更になる場合がありますので，ご連絡の上，受診してください。



く り の 図 書 館 コ ー ナ ー
開館時間 午前10時〜午後6時

（金曜日のみ午後7時まで）
【休館日】毎週月曜日・第 4 木曜日，祝日

（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 

温 泉 営 業 時 間 午前 10 時～午後 9 時 30 分（最終受付は午後 9 時）

休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）

町 民 ホ ー ル 服飾り　2 月 1 日～ 2 月 28 日　

公 民 館 コ ー ナ ー
栗野中央公民館 絵画教室　湧画会 1月15日～ 2月10日
吉松中央公民館 湧水水墨画教室 1月12日～ 2月10日

発行／湧水町役場 栗野庁舎 商工観光PR課　連絡先　〒899−6292　鹿児島県姶良郡湧水町木場222番地　TEL 0995−74−3111 FAX 0995−74−4249

日 月 火 水 木 金 土
1/17 1/18 1/19 1/20 1/21

配管洗浄の
ため臨時休館

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米永
地区）

配管洗浄の
ため臨時休館

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 1/27 1/28
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）
要予約
子育て相談
（13：00～ 17：15）
休館日

資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中場地区）

館内整理日 資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

1/29 1/30 1/31 2/1 2/2 2/3 2/4
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）
要予約
子育て相談
（13：00～ 17：15）
休館日

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10 2/11
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）
要予約
子育て相談
（13：00～ 17：15）
休館日

資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・米
永地区）

資源ごみ収集日
（鶴丸・中津川・川添
地区）

休館日

2/12 2/13 2/14 2/15 2/16 2/17 2/18
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）
要予約

子育て相談
（13：00～ 17：15）

休館日

資 源 ご み 収 集 日 
（上場・老竹・長谷・西
下場・東中場地区）

年金相談
9：30～ 15：30
栗野庁舎
別館2小会議室
【予約制】

資源ごみ収集日
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保


